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ア
」Iはじめ

森林は、木材やきのこなどの林産物を生み出すだけではなく、きれいな水や空気を育み、

災害から県民の生命や財産を守るなど、公共の財産として私たちの生活に欠かせない重要な

存在で坑

このかけがえのない森林を守り育てて次の世代に引き継いでいくため、森林の恵みを享受

している県民の皆様に広く費用を負担していただき、社会全体で森林を支えていく仕組みとし

て、平成 19年度から「ながさき森林環境税」を導入し、5年毎に見直しをおこなっていま現

これまで3度の見直しを経て、令和4年度から始まりました第4期ながさき森林環境税の

事業では、引き続き「環境重視」と「県民参加」の視点に立ちながら、再造林、里山林整備、木

材利用や森林教育などの取組をおこなっているところです。

具体的には、伐採後の多様な森林づくりをおこなうための植栽やシカ被害対策への支援、

身近で親しみやЛ 里ヽ山づくりの実施、県産材製品の導入や製品開発への支援(木や森林と

触れ合い親しみを感じるための木育の実施など、県民の皆様にも御協力いただきながら、

施策を推進していきたいと考えています。

なお(平成31年には、国においてさらなる森林整備の促進を目的とした「森林環境譲与税」
が創設され、本県においても森林経営管理制度の円滑な推進につなげるための市町の支援

や担い手対策等に活用していま坑

また、令和6年度からは、森林環境譲与税の財源となる国の森林環境税の課税も開始され

ており、県としましては、「森林環境譲与税 (国税 )」 と「ながさき森林環境税 (県税)」 を、それ

ぞれの目的に応じて有効に活用し、森林づくりを進めていくことが重要と考えていま現

本冊子は、令和6年度のながさき森林環境税を活用した施策の取組実績について取りまと

めたもので坑 ぜひ、御一読いただきますとともに、今後もながさき森林環境税への御理解と

森林の持つ多面的機能の持続的発揮のための御協力をお願い申し上げま或

令和8年 2月

長崎県林政課長 松尾 尚洋
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◆ながさき森林環境税の仕組み

(平成19年 4月 1日施行)
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目 的
森林環境の保全及び森林をすべての県民で會り育てる意識づくりを図る施策に要する

費用に充てる

期 間 5年間 (平成¬9年度創設から3回延長し、令不□4年度ズ〕`ら第4期がスタート)

個 人 500円加算
税 率
県民税均等割
の税率の特例 法 人 均等割額に5%加算

年 F口]

税収額
3億 9干万円

基 金 ながさき森林環境基金を設置し、収納額を基金に積み立てて運用
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SDGも (持続可能な開発目標)への対応

SDGs(Sustainable Development Goalslは 、2015年の国連サミットで採択された下持続可能な開
発のための2030ア ジェンダ」に記載された2016年 から2030年までの国際目標です。
持続可能な世界を実と見するための17の目標と1619のターゲットア〕`ら構成され、「地球上の誰一人とし
て取り残さない」社会の実現を目指し、開発途上国のみならす`先進国を含む国際社会全体の目標として、経
済。社会・環境の諸問題を統合的に解決することを目指しています。
本県におしヽても、このSDGsの理念を踏まえながら各取組を推進し、県民の皆様が安心して暮らせるよ
うな、持続可能なまちづくりと地域活性化を実現していくとともに、国際社会の工員として、SDGsの達
成に貢献していくこととしています。
ここに、ながさき森林環境税を活用した事業とSDGsの 17のゴールとの関係を整理しました。
これらの事業を香実に進めていくことにより、SDGsの推進に繋がるものと者えます。

「ながささ森林環境保全事業」とSDGs(持続可能な開発目標)との関連
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未整備森林
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ながさき県民参加の
森林づくり O O O ○
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1.令不日6年度ながさき森林環境保全事業の実績

ながさき森林環境税を活用した「令不□6年度ながさき森林環境保全事業」の実績概要は以下の

とおりです。

(1)令和 6年度事業全体の実績
基金積立

積立額 (円 ) 495,669,802

84,173

取崩額 (門 ) 359,H86,519

基金残高 (円 ) 136,483,283

*R6年度 (繰越)は見込みの面積と延長、税補助金額であるも
*R6年度取崩額 :257,021,936+102,164,583=359,186,519円
*その他経費 :長崎県森林ボランティア支援センター運営費、ながささ森林環境税の周矢□PR経費、

事務経費など。

1

R6年度 R7年度

事 業 名 R5(繰声_党分) R6(年度内倉) 合 計 R6(繰越分)

環

境
重

視

の
森

林
づ

く

り

¬.未整備森林緊急整備
面 積 H0783 3005 刊3788 5526

税補助金額 29,042,285 8,823,253 37,865,538 15,175,526

2.人集う里山づくり
面 積 3829 3829

税補助金額 99,614900 99,614,900

3.林内路網緊急整備
延 長 101,954 7H,705 173,659 69,598

税補助金額 刊14,刊 19,762 85,567,535 199,687,297 80,029,492

4.未来へつなぐ多様な
森林づくり

面 積 3354 887 4241 1700

税補助金額 個) 14,925,677 2,439,629 17,365,S06 6,959,565

県

民
参

加

の
森

林
づ

く

り

5。 ふるさとの森林づくり
実施件数 14 14

税補助金額 ① コ7,590,OOO コ7,590,OOO

6。 ながさ木 Cなごみ
の街づくり

実施件靭  針) 3 3

税補助金額 ⑬) 3,218,OOO 3,218,OOO

7.ながさき県民参加の森
林づくり

実施件数 5 5

税補助金額 5,188,OOO 5,188,OOO

8,その他経費 税補助金額 34,580,619 34,580,6¬ 9

合  計 税補助金額 (□ ' 158,087,724 257,021,936 415,引 09,660 102,164,583



(2)令和6年度事業の市町別実績

令和6年度ながさき森林環境税活用額の市町別実績

区 分

未整備森林

緊急整備
(R5繰 l宇避)

未整備森林 人集う

里山

づくり

緊急整篤

(R6年度内〕

林内路網
繁急整備
(R6繰越l

林勾路網

緊急整備

lR6年度内)

未来へつなぐ

多穣な森林

づくり
(RS繰越)

未来へつなぐ

多様な森林

づくり
(R6年度内)

もヽるさとの
森林づくり

ながさ木 ,

なごみの
衛づくり

ながさき
県民参加の
森林づくり その他事業 事 業 資 税 財 源

林業事業体等 林業事業体等1  県 林業事業体警 林業事業体き 林業事業体等 林業事業体等 市(ll 民間業者 団体

長 崎 市

佐世保市 35,930912

島 原 市

。東早 市 1700600

大 村 市

平 戸 市

松 浦 市

1,9之 5707 23S494,688対 馬 市

壱 岐 市

五 島 市 彦4,934,714 49871 asoo.ooo 7■ 305,409

西 海 市

雲 l山 市

南島原市

長 も 町

時津日」

東彼杵町

川 棚 町

波佐見町 16430,eS(

小贖要町

佐 々 El ?99,222125,285700

新上五島D」

県下全担宅 4.047.Sa0 402ヨ00C

その他 |

合  計
'C,236.339199,6141999

7,38S205 a18e,60C 606.964.519

長崎県森林ポランティア支援センター運営費、ながさき森林環境税の周知PR経費,事務経費など。

2

※宿和5年度ア)｀らの線越額を含む。
※区分の「そのl也事業Jの「その他J



“II猛 1毬 1愁降性
2.令和6年度ながささ森林環境保全事業の個別事業実績

(1)未整備森林緊急整備

スギやヒノキを植栽後、適切な施業が行われていない未整備の森本本は、樹木が混み合い、

林内まで光が届きません。下層植生の生育状況も不良で、樹木の成長も遅くなり、「形質も

不良で、森本本の持つ′ム`益的機能の発揮と良質な木本オ生産が期待できません。適切な施業を

行うことで、健全な森本本を維持することア〕ヾでき、
′ム`益的機能の発揮と良質な木本オ生産が期

待出来ます。

本事業は、森林経営計画区頭内の荒廃した人工林において、スギやヒノキの成長をl足進

し、林業経堂に適した人工林に誘導するために行う伐捨間伐に対して支援をするものです。

市町別実績

R5繰越を含む。

市町名 箇所数 面積 (ha) 事業費 (円 ) 国庫補助金 (円 ) 税負担金額 (円 )

長崎市 1 6.30 1,870,034 833,814 1,036,220

諫早市 2 2.38 7∝456 314,995 391,461

大村市 1 O.39 187,394 83,555 103,839

平戸市 3 1.27 49乙426 221,792 275,634

対馬市 19 36.52 16,104,518 7,517,597 8,586,921

五島市 30 51,97 25,433425 11,340,302 14,093,123

西海市 1 1.42 707,767 315,580 392,187

雲仙市 2 4.07 1,630,626 727,067 903,559

佐寂田」 1 1.13 299,222 133,417 165,805

新上五島町 45 32.43 21,505,345 9,589056 11;916,789

計 105 137.38 68,942,713 31,077,175 37,865,538

3
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(2)人集う里山づくり

市町長が整備の町要性を認めた天然林や竹林等について整備を行います。

森林所有者及び市町と県が、事業の実施及び事業の実施後の森林の維持管理等に関する

事項を定めた協定を結び、県が整備を実施しています。

整備によって、人と自然をつなぐ里山を育み、人と森林の健やかな共生を目指していま

す。

市町別実績

(1)里山林整備等

(2)森林調査

市町名 地区数 面積 (ha) 事業費 (円 ) 税負担金額 (円 )

佐世保市 2 2.50 21,714,OOO 21,714,OOO

諫早市 2 3.38 21,9281500 21,923,500

壱岐市 3 15,96 20,636,OOO 20,636,OOO

五島市 1 1.79 5,500,OOO 5,500,OOO

佐プマ町 1 O.16 25,285,700 25,285,700

新上五島町 1 1.38 3,208,700 3,208,700

総計 10 25。17 98,272,900 98,272,900

市町筈 地区数 面積 (ha) 事業費 (円 ) 不党負担金額 (円 )

壱岐市 2 13.12 1,342,OOO 1,342,OOO

整備前 整備後

人集う里山づくり事業の実施状況

T

4
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浄(3)林内路網緊急整備

森林整備を実施するうえで、労l動生産性の向上と芳l動強度の軽減、労l動災害を防止する

ためには、高性能林業機本ォ或を活用するための森林作業道の整備が聰要不可欠です。しかし、

既存の制度だけでは森林所有者の費用負担が大きく、森林作業道の整備が進まない現状が

あります。

本事業は、森林整備と一体となり整備する森林作業道を対象に、森林所有者の費用負担

を軽減するため一定の支援を行うものです。

市町別実績

R5繰越を含む。

市町名 路線数 延長 (m) 事業費 (円 ) 国庫補助金 (円 ) 税負担金額 (円 )

長崎市 20 12,073 26,326,549 9,717,320 1二109229

佐世保市 10 二634 9,229,252 4465,娼9 4,763,763

島原市 3 3,300 2,394,050 1,220,964 1,173086

諌早市 7 11,563 26,594慰 1294■955 13,649529

大村市 4 692 681,945 347,790 334155

平戸市 5 2963 3,490,400 1,713,255 1,rrr,145

松浦市 3 4,131 6470,8郎 3,166,823 3,304,041

支0馬市 68 84434 201,6か、783 10a970,032 1∞,654751

五島市 12 12,655 43,230,912 19,568,584 23,662,328

西海市 6 9,894 l a561:882 6,5溢、132 孔037,750

雲仙市 4 1,208 2,034,788 802,933 1,231,855

波佐見町 2 5818 13,961,950 6,225,383 7,736,567

佐′マ町 5 8,364 7,724,200 3,9決、136 3,770,064

新上五島町 17 8,930 27,858,433 14,375,449 13,483,034

計 166 173,659 385,684,542 185,99孔 2Ъ 199,687,297

5



(4)未来へつなぐ多様な森林づくり
斗又穫期を迎えた森林において、森林の持つ

′ム`益的機能の維持に配慮した計画的な主伐・

再造林を行う場合、苗木の植栽、下X」、路網整備や獣害対策について支援を行います。

県が策定している「伐採作業と造林作業の連携等による伐採と再造本本のガイドライン」

等を遵守し、環境と防災に配慮して伐採された森林において、スギ・ヒノキだけでなく広

葉樹などを植栽し、多様な森本本づくりを目指します。

市町別実績

R5繰越を含む。

市町名 箇所数 面積 (ha) 事業費 (円 ) 国庫補助金等 (田 ) 税負担金額 (ヽ円 )

大村市 18 3406 19,532,492 11,382,946 8,149,546

対馬市 14 8.35 la8∝光187 9,6撃.427 9215,760

計 32 42,41 38,392679 2102L373 1孔365,306

未来へつなぐ多様な森林づくり事業実施状況

コンテナ苗の植栽1犬況植栽後の1犬況
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(5)ふるさとの森林づくり
県民が森林の持つ

′
ム
｀
盃的機能により夕夕くの思恵を受けていることア〕`ら、一人ひとりが森

林の価値や森林づくりの重要性について理解と関心を高め、県民共有の財産である森林を

社会全体で支えていくための森林づくりや県産本オの利用等をl足進する財要があります。

このため、市町が行うながさき森本ホ環境不党の趣旨に即した地域の独自性と倉」意工夫によ

るクタ様な取組を支援するものです。

市町別実績

No 市田J名 実施区分 事業主体名 事業の名称
事業費
(円 )

税負担金額
(円 )

」 壱岐市 森林のめぐみ普及・啓発 壱岐市 森林のつどい 247,170 231,OOO

2 諌早市 森林公園整備 諌早市
ツクシシャクナゲの森周辺環境整備
事業

1,700,600 1,700,OOO

3 雲l山市 地域林整備 雲仙市 森林と震地のパッフアーゾーン造成 1,289,200 1,289,OOO

4 大村市 森林のめぐみ普及・啓発 大村市 おおむらの森ふれあい事業 539,OOO 539,OOO

5 五島市 森林公園整備 五島市 鬼岳樹木園整備 1,980,OOO 1,980,OOO

6 佐世保市 森林のめぐみ普及・啓発 佐世保市 SASEBO森林ふれあい事業 499,660 499,OOO

7 島原市 森林整備 島原市 森林と農地のパッフアーソーン造成 2,970,OOO 2,811,OOO

8 新上五島町 地1或林整備 新上五島町
つばきの病害虫、寄生植物の駆除対
策業務

557,OOO 557,OOO

9 新上五島〔B」 しまのF日]伐促進
新上五島町 (間接補
助)

しまの間伐促進事業 95,400 95,OOO

10 対馬市 公共施設の木造・本質化 対馬市 対馬産ヒノキ活用消火栓箱更新事業 1,905,200 952,OOO

¬1 長崎市 /と、`具施設の木造・本質化 長崎市 間伐材活用促進事業 3,425,057 1,500,OOO

刊2 長崎市 森林ノ上、`園整備 長崎市 市民ふれあいの森整備事業 3,952,300 2,OOO,OOO

13 波佐見町 公共施設の木造・木質化 波佐見町
波佐見町役場新館等改修工事 (本製
仕器製作設置)

2,475,OOO 1,237,OOO

14 松浦市 その他 松浦市 本育キャラバン in松浦 2,490,435 2,200,OOO

計 24,126,022 17,590,OOO
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個別事業の実績

No. 市町名
事業賢  (円 )

計 市町等負担金 森林環境不兒負担額

1 壱岐市 247,170 16,170 231,OOO
~夫
施区分

森林のめぐみ普及・啓発 森林のつどい

内   容
市内各小学校を対象に木工体験、森林学習を実施し、森林の価値や森林づくりの重要性
について理解と関心を高めた。

○内容等 :木工体験ベンチ9脚、コースター210個、森林学ヨ

木工体験ベンチ 森林学習風景

No. 市田J名
事業賢  (円 )

計 市町等負担金 森林環境不党負担額

2 諫早市 1,700,600 600 1,700,OOO

実施区分 事業等の篭称

森林公園整備 ツクシシヤクナゲの森周辺環境整備事業

内   容
ツクンシャクすグ値生地に通じる銀鋪渓逓栃通の環境整備を行つた稲采、快適・夏全|こ
散策できるようになり、森林事業効果が高まり、当植物がより多くの人の目に触れる機
会となった。                            ・

〇内容等 :飛び石工事施工、ツクシシャクすゲの森周辺環境整備

飛び石施工後 環境整備後
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No. 市町名
事業賓  (円 )

計 市町等負担金 森林環境税負担額

3 雲仙市 1,289,200 200 1,289,OOO

事業等の名称

地域林整備 森林と農地のアヾッフアーゾーン造成

困  容

地域の森林経営管理促進と、有害鳥獣繁殖地抑制のため、地域林・里山林の事業回復を
実施した。                         ,
O内容等 :3区画のアヾッフアーゾーン整備 (計O.1365ha)

整備前 整備後

バッファーゾーン整備

恥
■事=

No. 市町名
事業賢  (円 )

計 市町等負担金 森林環境税負担額

4 大村市 539,OOO O 539,OOO
~夫
距区分 事業等の名称

森林のめぐみ普及・啓発 おおむらの森心ヽれあい事業

内  容
市民小学生を対象に、森林の大切さに心、れ、考える機会を提供することで(森林の′ム`益
的機能や森林資源の循環利用の重要性についての認識、理解に寄与するよう普及・啓発
活動を行った

O内容等 :森林出前講座、林業テキスト配布

林業テキスト 森林出前講座

9



No, 市町名
計 市町等負担金 森林環境税負担額

5 五島市 1,99QOOO O 1,980,OOO
~夫
樋区分

森林′ム`園整備 鬼岳樹木園整備

内  容
鬼岳樹木園内の優良椿樹エリアにおいて、除間伐等を行い遺伝子資源として重要な優良

椿樹を将来世代に継承していくため整備を行つた。

0内容等 :伐開面積240m2 伐倒本数スギ :26本 雑木 (10cm以上):38本

作業前 作業後

No` 市町名
計 市町等負担金 森林環境税負担額

6 佐世保市 499,660 660 499,OOO

実施区分

森林のめぐみ普及・啓発 SASEBO森林心ヽれあい事業

内  容

子供達が木に触れる機会を作るため木工教室を開催し、森林への親しみ、森林の大切さ
や役割について理解と感,bを高め、◆後の森林保全に対する意識の高揚を図つた。

O内容等 :机・棚を作成する木工教室 8n10組、10月 12組      .   ′

机づくり棚づくり
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No. 市町名
計 市町等負担金 森林環境税負担額

7 島原市 2,970,OOO 159,OOO 2,811,OOO

冥厠区分 事業等の名櫛

森林整備 森林と農地のバッフアーゾーン造成

内  容

有害烏獣の農作物被害抑制対策のため、森林と農地のアヾッフアーゾーン造成を行い、当
該森林との適切な距離を保つことで、住民が望む森林の姿へと誘導した。

O内容等 :森林と農地までのバッフアィゾーン造成 作業面積3,950m2

作業前 作業後

No。 市町名
事業賢  (円 )

計 市町等負胆Ω 森不本環境不見負担額

8 新上五島町 557,OOO O 557,OOO

地域林整備 つばきの病害虫、脅生植物の駆除対策業務

困   容

つばきの脅生植物であるヤドリギを被害状況に応して、きB分除去や全伐(断幹)を行つた。

○内容等 :ヤ ドリギ除去 下刈O.2ha 除伐・断幹・林内整備O.2ha

作業前 作業後
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No. 市町名
事業費  (円 )

計 市町等負担金 森林環境税負担額

9 新上五島町 95,400 400 95,OOO
~夫
而区分

しまの間伐促進 しまの間伐促進事業

島内で生産された間伐材について、島内の木材需要量を超えた部分を島外へ海上輸送す
る。         :
○内容等 :間伐材の輸送 79m3

No` 市町名
計 市町等負担金 森林環境税負担額

10 対馬市 1,905,200 953,200 952,OOO

要距区分 事業等の名椰

′ム
｀
其施設の木造 。木質化 対馬産ヒノキ活用消火栓箱更新事業

内   容

対馬市産のヒノキを使用した消火栓箱を設置し、対馬材の良さ、温もりを地戦住民にPR
する。                   '
O内容等 :消火栓箱48基設置
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No. 市田」篭
事業費  (円 )

計 市町等負担Ω 森本本環境税負担額

11 長崎市 3,425,057 1,925,057 1,500,OOO

実施区分 事業等の名称

公共施設の木造・木質化 間伐材適用促進事業

内   容

児童や保護者への木材利用促進の意識利用促進の意識啓発のため、地域産材 (市有林)を活
用した木製品を製作し、各小中学校の図書館に設置した。

O内容等 :掲示板5基、案内板 3基、楕円机 3基、四角机 2基、ブック トラック9基、本
相E13基

No. 市町名
票業買  く円 )

計 市町等負担金 森林環境税負担額

長崎市 3,952,300 1,952,300 2,OOO,OOO

実施区分 事業等の名称

森林公園整備 市民 rも
~ヽ

れあいの森整備事業

内   容

展望広場を整備し、訪れた市民に安全で利用しやすい森林レクリエーション活動の場所
を提供することを目的に整備を行つた。

○内容等 :広場整備 コンクリートエ17m3、 柵工12m、 伐採工21本

作業後作業前
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No. 市町名
事業賢  (円 )

計 市町等負担金 森林環境税負担額

13 波佐見町 2,475iOOO 1,238,OOO 1,237,OOO
~夫
距区分 事業等の名椰

公共施設の木造・木質イヒ 波佐見町役場新館等改修工事 (本製什器製作設置)

内   容
町民に木の温もりを感じてもらうことで木材利用の普及啓発、森林・林業等への理解や
協力について意識向上を図るため、波佐見町材で木製什器を制作、子ども家庭センター
ヘ設置した。

O内容等 :下足箱1基、ベンチ2基、階段ゲート2基

木製ベンチ階段ゲート

No. 市田ゴ名
事業買  く円)

計 市町等負担金 森林環境税負担額

14 松浦市 2,490,435 290,435 2,200,OOO

実施区分 事業等の名称

その他 木育キャラバン in松浦

内  容
木育推進の一環として子どもから大入まで本のおもちゃとふれあい、本の温もりを身近
に感じ、魅力ある地域資産や自然環境の森林の価値と重要性について見つめなおす機会
を作つた。

○内容等 :300点以上の木のおもちゃによる移動型美術館 来場者数1,578名

木育キャラバン
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(6)ながさ木・ なごみの街づくり
ながさき森林環境税の趣旨に即した県産木材の利用をl足進するために、民間の「 PR効
果の高いスペース」及び「孝女育・保育スペース」において、本質イヒ及び木製品を県産本オで

整備する取組を支援します。

「木質イヒ」とは、建築物の新築、増築、改築又は模様替えにあたり、天丼、床、壁、窓

枠等の室内に面する部分及びタト壁、木柵、デッキ等の屋外に面する部分に県産木材を使用

し整備することです。

「木製品」とは、机、テーブル、袴子、ベンチ、棚、部屋の間仕切りなどの家具及び教

育 と保育スペースの遊具・玩具等で県産木材を使用し製作するものです。

実績一覧

No 所在地 申 請 者 名 事 業 内 容 事 業 資 税負担金額
(隠 )

引 佐世保市 社会福祉法人笑顔会 教育・保育スペースにおける木製品のた入 4,488βЮO 1,5mOOO

2 大村市 一般社団法人ひぜん里山学合 ウッドチェンジスペースにおける木製品の導入 436m 21 SOOO

3 諌早市 株式会社ベース ウッドチェンジスペースにおける木製品の暮入 3,262,600 1,鶴、OOO

計 a186,600 3,218嗣

ながさ木。なごみの街づくり事業の実施状況

ウッドチェンジパ ースの木製品導入 保育スペースの木製品導入

●  |
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(7)ながさき県民参加の森林づくり

ながさき森林環境税の趣旨に即し、県民が自ら企画立案して実行する事業です。植樹を

中心とした活動、森林の環境整備を中,bと した活動、森林教育・森林体験活動等を支援し

ますと

実績一覧

高校生への林業就業支援 木工体験の様子

No 申 請 者 名 事 業 内 容
事 業 費
(円 )

不党負担金額
(円 )

1
林業研究グループ連絡協
議会

研‖多会開催、高校生への林業就業支援、他
県林研との交流等 1,001,420 1,∞1,000

2 長幡県樹木医会 「長崎県の巨樹・古木・銘木」の調査・製
本・寄贈

2,722139 2,704嗣

3 五島市緑化推進脇議会 森林学習 。記念植樹 P木工体験 204,599 2",000

4 NPO法人カメリア五島
つばさ活用研究大会の開催及び4香林の視
察・搾油体験

9弱 473 956,000

5
五島列島ヤブツパキ振興
協議会

椿木工体験 323,980 323,000

計 5,208,611 5,188,000

【参 者】
県では、森林ボランティア活動を行うにあたって支援を受けようとする団体の登録を行つてしヽ

ます。令不86年度末現在で55団体が登録されています。登録窓回は「長崎県森林ボランティア
支援センター」となつています。

〔長崎県森林ボランティア支援センター〕

〒850-O028 長崎市]券山町 37番地
長晴勝山37ビル 本館 2階 F窒

TEL095-895-8655・ FAX095-895-8656
http://nagasak卜shinrin.com/

受付時間/9時～17時 45分 (休館日 上。日・祝)
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3.ながさき森林環境基金管理運営委員会

ながさき森林環境税を新たな森林づくりの財源とするため、ながささ森林環境基金条例に

基づき「ながさき森本本環境基金」を設置して管理することとなっていますが、この基金を管

理・運営し、各事業の成果の検証等を
~番
査する組織として「なズ〕ヾさき森本ホ環境基金管理運営

委員会」を設置しています。                          ″

基金管理運営委員会は、森林環境の保全に関して矢□識と経験を有する各分野の有識者や公

昇委員で構成され、令和 5年度から14名に委嘱しています。

令不□6年度は、令和5年度ながさき森本ホ環境保全事業の成果検証等を行つていただくため

の委員会を開催しました。

(1)令不□6年度ながさき森林環境基金管理運営委員会名簿  ※令不□7年 3月 31日現在

※ 委1屈期昇彎亀:翁罪じ5年4潟 1日から希不じ7年3爆31日まて

(2)令不□6年度ながささ森林環境基金管理運営委員会開催状況

役 名 氏 名

委 員 色 鸞

出 島 団 体 等 の 名 称

委 員 長 性藤 tl史 1言 鉄西ψ院人サ

副委員民 十ヰ醸 基高 長崎県森本補 合逢合会

伊藤 孝治 波佐見〔日」屈林誤

十1撼 願也 佑藤公認会計十夢務所

薄籐 ももこ

末永 港一

一般社団法人daldai

長碕市農奉ホ振興課

立川 康太 長婚新圏社メディアビジネス局

長補 iU縄 島F駅しいたけ研鶏会

描田 佳也 新上五島期十香ホT技術振興会

日本シェアリングネイチャー出本 了了

山本 倫子 県民ポランテイア活動支援センター

恵美不B義 公勢麦員

奥おゴ
′
ム
｀
子 盆舞委員

久 l気団 恒熙 盗雰委員

開催年月日 開 催 場 所 内    容

令和6年8鳳5日 長陪県庁308会議室をメイン会
場とした会議
及ぴ長崎市 。諫早市の現地調査

(1)ながさき。なごみの街づくり事業による施設の木質イヒ現地調査
(2)令不85年度ながさき森林環境保全事業の成果検証について
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4.長幡県森林ボランテ ィア支援センター

県民参加の森林づくりをさらに進めるため、森林ボランティア団体等の連携強イしを図

り、新たに森林ボランティア活動に取り組もうとする団体等の相談窓□を運営するとと

もに、「森林ボランテイア団体の登録」、「ながさき県民参加の本
木
本林づくり事業」、「企業の

森林づくり推進」の相談窓□としての役害」を担う業務を実施しています。

令和6年度 長崎県森林ボランティア支援センターの取組

区分 業務 内容

1.森林ボランティ

ア支援業務

相談窓□ 1. ホロ言炎件数 :145イ牛
2.森林ボランティア団体登録数 :55団体
(令和 6年度末現在)

木林林ボランティア登録団体の

傷害保険に関する業務

1.ボランティア活動保険登録  548人
2.スポーツ安全保険登録 450人

活動機材の貸し出し 1.チ ェーンソー
2.ヘルメット
3.手ノコ  

ー

4.その他

2団体
4団体
1団体

4団体

チッパーのレンタル支援 チッパーリース 7団体
森林ボランティア団体の連絡調

整

森林ボランテイア団体意見交換会

日 時 :令不□6年 6月 22日 (土 )
場 所 :にうしょうかん新館梅松鶴
出席者 :32名
内 容 :ボランテイア支援センターが行う支援、年間報告、森

林ボランテイア保険、センタと窓□の事業紹介、新規

団体紹介

森林資源活用の推進
五島市椿林資源活用研修・交流会

日 日き:令不B6年 11月 23日 (土・ネ兄)、 ‖1月 24日 (日 )
場 所 :五島市三井楽町、奈冨町
出席者 :25名
内 容 :本香林整備講話・実習、森林整備状況の視察等

森林づくリボランティア技術研

1多会の開催

第 1回技術研修会
広葉樹林の整備と活用

日 時 :令和6年 4月 14日 (日 )
場 所 :長崎市香焼町 円福寺所有広葉樹林
出席者 :32名

第 2回技術研1場会
本香ホ本の育林と管理法

日 時 :令和6年 5月 ¬8日 (土 )
場 所 :西海市大瀬戸町 チューリッヒの森
出席者 :19名

第 3国技術研4多会
長幡大学フィールドワーク(竹林整備)

日 時 :冷和 6年 11月 16日 (上 )
場 所 :長崎市飯香浦町 日吉自然の家
出席者 :20名
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第4国技術研修会
長与町竹林整備研修      ・
日 時 :令和 6年 12月 21日 (■ )
場 所 :長も町高田郷 竹林
出席者 :19名

2ながさき県民参
加の森林づくり支

援業務

ながさき県民参加の森林づくり

事業

1。 長崎県樹木医会

県交付額 :2,704,OOO円
参力0人数 :119名
2.長崎県林業研究グループ連絡協議会
県交付額 :1,001,OOO円
参加人数 :47名
3`五島市緑イヒ推進協議会
県交付額 :204,OOO円
参加人数 :47名
4.NPO法 人 カメリア五島
県交付額 :956,0∞ 円
参加人蟄 :124名
5.五島列島ヤブツプヾキ振興協議会
県交付額 :323,0∞ 円
参加人数 :117名

ながさき森林環境不党PRイベン
ト

「 S、るさとの森フェスタ」

※開催中止

中止理由 :10月 31日 (木)11時に気象庁から発表され
た早期注意情報を参者に、当日は警報級の大雨の可能性が高い

ことから、開催中止と判断。

ラ定日時 :令和6年 11月 2日 (■ )
予定場所 :ながさき県民の森
広 報 :NBCテ レビCM、 NBCラ ジオ、チラシ配布

3企業の本林づくり
推進

窓□業務 相談件数 :38件

活動フィールド調査 フィールド調査 :2企業

企業への普及活動 企業への普及活動

1.長崎トヨペット株式会社・ネッツトヨタ長崎株式会社
ハイブリットの森 (長崎市) 29 83 ha
2.HMI長晴にっしょうかん    ―
しおかぜ香るおもてなしの本林 (長崎市)0.0864 ha
3.株式会社読売新間西部本社・株式会社長崎国際テレビ
九州、・山□ 未来の森 (佐世保市)0 2ha
4.株式会社ホルス
ホルスの森 (長崎市民の森)1 0ha
5.′△`盃財団法人九電みらい財団
いさはや九電みらいの森 (諫早市)2iOha
6.チューリッヒ保険会社
チューリッヒの森 (西海市)33 98ha
7. トランス・コスモス株式会社
日古自然の家 トランスコスモスの森 O,7ha
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4木育支援業豪ヵ女 木育の普及。啓発 相談件数 :26件

長崎県フオレストマスター育成研1多及びステップアップ研修

日 時 :令和 6年 7月 26日 (金)
場 所 :日吉自然の家 (長崎市)
出席者 :12名

ステップアップ研修

日 時 :令和 6年 7月 26日 (金)
場 所 :日古自然の家 (長崎市)
出席者 :11名

第 1回フォレストマスター派遣  |
「日躍パパの会」

フォレストマスタニ 田代 幸弘
主催団体 1新上五島町

日  時 :令和 6年 5月 12日 (日 )
場  所 :つばき木工露
分  野 :木正クラフト
参加人数 :11名

第 2回フォレストマスタ‐派遣
「ココロねつこ運動ふれあい広場」

フォレストマスター 三島照夫、溝遇大介
主催団体 :長幡県こども政策局こども未来課

日  時 :令和 6年 7月 2¬ 日 (日 )
場  所 :イオン東長崎店
お  野 :木エクラフト
参加人*致 :50名

第 3固フォレストマスター派遣
「里山村で革木染」

フォレストマスター 松尾美和子、三島照夫、原田敦子
主催団体 :NPO法人おひさま学重クラブ
日  時 :令和 6年 8月 1日 (木)
場  所 :おおむら里山村
分  野 :木エクラフ ト
参加人数 :45名

第4回フォレストマスター派遣
「ネイチャーゲーム&森の音楽隊 Vol.17」
フォレストマスター 岩崎宏美
主催団体 :NPO法人おひさま学重クラブ
日  時 :令和 6年 3月 21日 (■)
場  所 :Iス島崎キヤンプ場
分  野 :森林遊び。憩い
参加人数 :30名

第 5回フォレストマスター派遣
「地域つながる食堂」

フォレストマスター 三島照夫
主催団体 :つながる長崎

日  時 :市和 6年 8月 24日 (土)
場  所 :長崎市役所 2階
分  野 :木エクラフト
参加人数 :100名
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第 6固フォレストマスター派遣
「木と生きものの関わり」

年間4回の活動を通して木育を行う
フォレストマスター 薗田麻衣子、永岡敦子
主催団体 :高田保育所

日  時 :令和 6年 10月 呵5日 (火 )
場  所 :高田保育所 (長与町)
分  野 :森林遊び。憩い、森林観察 。学習
参加人数 :45名

第 7回フォレストマスター派遣
「ネイチャーゲーム」

フォレストマスター 薗田麻衣子、永岡敦子
主催団体 :認定こども園 8告合寺幼稚園

日  時 :令和 6年 11月 7日 (木 )
場  所 :8告合寺幼稚園 (長崎市)
倉  野 :森林連ぴ・ 憩い
参加人数 :20名

第 3回フォレストマスター派遣
「大村小学校 3年 3組学級レクレーション」
フォレストマスター 岩崎宏美
主催団体 :大村Bヽ学校 PTA
日  時 :令和 6年 11月 9日 (■)
場  所 :大村′ム｀園 (大村市)
分  野 :森林遊び 。憩い
参加人数 i53名

第 9回フォレストマスター派遣
「木と生きものの関わり」

フォレストマスター 薗田麻衣子、永岡敦子
主催団体 :高田保育所

日  時 :令和 6年 11月 ¬2日 (火 )
場  所 :高田保育所 (長与町)
分  野 :森林遊ぴ・憩い、森林観察 。学習
参加人数 :45名

第 10回フォレストマスター派遣
「ネイチャーゲーム&森の音楽隊 Vol1 8」
フォレストマスター 岩崎宏美
主催団体 :NPO法人おひさま学童クラブ
日  時 :令和 6年 11月 16日 (■ )
場  所 :大村′ム｀園 (大村市)
分  野 :森林遊ぴ・憩い
参加人数 :18名

第 11回フォレストマスター派遣
「ココロねつこ×イオン大村店 (ふれあい広場)」

フォレストマスター 加固貴美子、松尾美和子、原田敦子
主催団体 :長崎県こども政策局こども未来課

日  時 :令和 6年 11月 17日 (日 )
場  所 :イ オン大村店 (大村市)
分  野 :木エクラフト
参加人歩文、:100名

第 12回フォレストマスター派遣
「コトコト 自然体験&お話し会」
フォレストマスター 薗田 麻衣子、大和悠
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主催団体

日  日寺
場  所
分  野
参加人数

こども言語相談室 コトコト
令和 6年 11月 24日 (日 )
地域サポートめのと

森林遊ぴ 。憩い

20名

第 13固フォレストマスター派遣
「森林に親しもう !」

フォレストマスタ= 薗田麻衣子、永岡敦子
主催団体 :長崎若者サポートステーション

日  時 :令和 6年 11月 26日 (火 )
場  所 :地域サポートめのと
お  野 :森林遊び・諧い
参加人数 :20名

第 14固フォレストマスター派遣
「森林のサイクルを学ぴ、本に触れてみよう」

フォレストマスター 蓑田清隆
主催団体 :放課後等デイサ‐ビス オトすリ
日  時 :令和 6年 11月 30日 (主 )
場  所 :国立諫早青少年自然の家
分  野 :森林遊び・憩い、木エクラフト、森林観察 L学習
参加人数 :10名

第 15回フォレストマスター派遣
「チニーリッヒ保険会社 2024年度ボランティア活動」
フォレストマスタ= 蓑田清隆
主催団体 :チ ューリッヒ保険会社

日  時 :令和 6年 12月 7日 (■ )
場  所 :チ ューリッヒの森 (西輝市雪浦海岸松林)
分  野 :林業作業体験 (植樹)
参加人数 :30筈

第 16固フォレストマスター派遣
「木と生きものの関わり」

フォレストマスター 薗田麻衣子、永岡敦子
主催団体 :高田保育所

日  時 :令和 6年 12月 17日 (火 )
場  所 :高田保育所 (長与町)    !
分  野 :森林遊ぴ 。憩い、森林観察 。学習
参加人数 :45名

第 17回フォレストマスター派遣
「里山ボランティア」

フォレストマスタ▼ 蓑田清隆、片山巧、中村潤
主催団体 :日吉自然の家

日  時 :令和 7年 1月 18日 (土 )
場  所 :日吉自然の家
分  野 :林業作業体験
参加人数 :50名

第 18回フォレストマスター派遣
「ネイチャーゲーム」
フォレストマスター 薗田麻衣子、永団敦子
主催団体 :認定こども園 皓合寺幼稚園  '
日  時 :令和 7年 1月 20日 (月 )
場  所 :日告台寺幼稚園 (長崎市)
倉  野 。憩い
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ながさき木育事業の推進。支援

第 19回フォレストマスター派遣
「木と生きものの関わり」

フォレストマスター 薗田麻衣子、永岡敦子
主催団体 :高田保育所

日  時 :令和 7年 2月 18日 (火 )
場  所 :長与町総合運動′ム｀園
分  野 :森本ホ遊び・憩い
参加人数 :45名

第 1回 木育フィールド学習
「宿泊体験学習における森林環境教育」

対 象 者 :長噂市立坂本」ヽ学校

5年生 28名 t学校関係者 8名
日  時 :令不86年 6月 5日 (水)
場  所 :日吉自然の家
分  野 :ネイチャーゲーム、
本の循環、人工林について等講話

講  師 :奥村公子(豊澤健太

第 2回 木育フィールド学習
「宿泊体験学習における森ホ本環境叡育」

対 象 者 :松浦市立御厨小学校

5年生 41名、学校関係者 5名
日  時 :令和 6年 6月 20日 (木)
場  所 :長崎県立佐世保青少年の天地
分  野 :ネイチャ=ゲーム、積み木を使つた体験学召
講  師 :豊澤健太

第 3固 木育フィールド学習            |
「社会科学習における森林環境教育」

対 象 者 :佐世保市立港」ヽ学校 ´

5年生 39名、学校関係者 5名
日  時 :令不86年 9月 10日 (火)9月 11日 (水 )
場  所 :長崎県立佐世保青少年の天地
分  野 :木エクラフト (バードコール制作)、 積み木を便つ

た体験学』

講  師 :豊渾健太

第 4回 木育フィールド学習
「宿泊体験学習における森林環境教育」

対 象 者 :長与町立長与北小学校

5年生 50名
日  時 :令和 6年 9月 24日 (火 )
場  所 :国立諫早青少年自然の家
分  里予:ネイチャーゲーム、森林についてのクイズ、クラ

フト (枝を使つたドリームキャッチャー制作)

講  色市:奥村公子、永岡敦子、大不B悠

第 5回 木育フィールド学習
「宿泊体験学習における森林環境教育」

対象者 :佐世保市立柚木小学校

5年生 33名、学校関係者 4筈
日  時 :令和 6年 9月 26日 (木)
場  所 :長崎県立佐世保青少年の天地
分  野 :ネイチャーゲーム、森林についてのクイズ、クラ

フト (枝を使つたドリームキャッチャー制作)

講  師 :奥村′ム`子、永岡敦子          :
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第 6回 木育フィールド学習
「宿泊体験学習における森本本環境敦育」

文」象 者 :佐世保市立三川内小学校

5年生 37名、学校関係者 5名
日  時 :令和 6年 9月 26日 (木 )
場  所 :長崎県立佐世保青少年の天地
分  野 :ネイチャーゲーム、森林散策
講  師 :豊澤健太、田嶋幸■

第7回 木育フィールド学習 :       ヽ
「宿泊体験学習における森林環境教育」

対象者 :長与町立高田小学校

5年生 50名、学校関係者9名      
´

日  時 :令和 6年 10月 2日 (水)
場  所 :国立諫早青少年自然の家
分  野 :ネイチャーゲーム、森林についてのクイズ、クラ

フト (枝を使つたドリームキャッチャー制作)

講  師 :奥村公子、永岡敦子           
´

第 8回 木育フィールド学習
「宿泊体験学召における森林環境教育」

文」象 者 :佐世保市立針尾小学校

5年生 20名、学校関係者 3名
日  時 :令和 6年 10月 3日 (木)
場  所 :長崎県立佐世保青少年の天地
分  野 :ネイチャーゲ‐ム、森林についてのクイズ、クラ

フト (枝を使つたドリームキヤッチャー制作)

講  師 :永岡敦子、大和悠

第 9回 木育フィールド学習
「宿泊体験学習における森林環境教育」

対 象 者 :佐芭保市立潮見小学校

5年生 27名、学校関係者 3名
日  時 :令和 6年 10月 10日 (木 )、 10月 11日 (金)
場  所 :世矢B原少年自然の家
分  野 :ネイチャーゲ‐ム、森林についてのクイズ、木エク

ラフト (枝を使つたドリームキャッチャー制作)

講  師 :奥村公子、永岡敦子、大和悠

第 10回 木育フィールド学習
「宿泊体験学習における森林環境教育」

対 象 者 :長崎市立稲佐」ヽ学校

5年生 37名、学校関係者 5名
日  時 :令和 6年 10月 11日 (金)   i
場  (所 :日吉自然の家
分  野 :ネイチャーゲーム、森林についてのクイズ、クラ

フト (枝を使うたドリームキャッチャ=制作)
講  師 :奥村公子

第 11回 木育フィールド学』
「宿泊体験学とにおける森林環境教育」

対 象 者 :佐世保市立小佐々小学校

5年生 36名、学校関係者 6名
日  時 :令和 6年 10月 17日 (木 )
場  所 :長幡県立佐世保青少年の天地
分  野 :木の話、木エクラフト (モルック制作)
講  師 :豊澤健太

24



第 12回  木育フィールド学習
「宿泊体験学習における森林環境教育」

対 象 者 :佐世保市立楠栖旭ヽ学校

5年生 18名、学校関係者 4名
日  時 :令和 6年 10月 23日 (水 )
場  所 :長崎県立佐世保青少年の天地
分  野 :木の話、木エクラフト (モルック制作)
講  師 :豊澤健太

第 13回 木育フィールド学習
「宿泊体験学習における森林環境教育」

対 象者 :佐世保市立歌浦小学校

0年生 18名 1学校関係者5名
日  時 :令禾□6年 10月 31日 (木 )
場  所 :長崎県立佐世保青少年の天地 ′

分  野 :森林の役割について講話、ネイチャーゲーム
講  師 :岩崎宏美、戸田利子

第 14回 木育フィールド学習
「総合学習 木育フィールド学習」
対 象 者 :長嗜市立北陽1ヽ学校

5年生 51名、学校関係者 4名
日  時 :令和 6年 11月 28日 (木)
場  所 :国立諫早青少年自然の家
分  野 :替の林業 。現代の林業の話、森林内での丸太切り

体験、本エクラフト (モルック制作)

講  師 :蓑田清隆、片山15、 中村潤

5,センター運営業

テヵ女
センターのホームページ管理 本―ムベージ掲載回数 :50回

ホームペエジ閲覧件数 :10,776件

情報誌作成業務 「長崎もり通信」の作成

6回発行 (5月、7月、9月、11月、1月、3月 )
配布件数 :1,111件
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5。 ながささ森林環境税の広報活動

ながさき森林環境税事業について、以下のとおりPRを行いました。
1.長幡県 HPのながさき森本木環境税の欄で紹介
2.県民の森心るさと森フェスタに関連して、ラジオほかで紹介
3.森本木・ 林業広報誌長崎の本本業令不日6年 5月号で紹介

6.課税の方法および基金の運用状況

なア〕ヾさき森林環境税の仕組みは、課不党の
′ム`平性、徴不党コスト

を者慮して県民税均等割額に加算して納めていただく超過課税

方式となつています。

【個人の場合】税  額 …年間500円
課税期間 …平成 H9年度から令不□8年度

【法人の場合】税  額 …県戻税均等害」額の5%相当額
(資本金に応じて1,OOO円 ～40,OOO円 )

課税期間…平成 19年 4月 1日から令不□9年 3月 31日 まで
の間に開始する事業年度等税眸又額は、ながささ森林

環境基金に積み立て、森林環境の整備・保全や県民

参加の森林づくり事業に活用しています。

ながさき森林環境基金運用状況
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第 1期 第 2期 第 3期 第 4期
区分

H19～ H23年 度計 H24～ H28年度計 H29んR3年度計 R4年度 R5年度 R6年度
累計

1,714,529,643 1,926,365,874 1,967,926,257 390,102,054 3861156,324 390,337,573 6,775,4171730積立額

師 3,663,732 2,286,474 488,349 44,853 10,524 84,173 6,578,105

取 崩額 1,442,021,322 1,940,296,547 1,944,402,864 494,985,665 458,041,530 359,186,519 6,638,934,447

基金残高 272,508,326 258,577,653 282,101,046 177,217,435 105i332,229 3ヽ0,4831283
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7 ながさき森林環境保全事業の成果の検証報告

今和7年 10月 28日 ～10月 27日 に開催された「今和7年度 第 |口ながさき森林環境基金管理

運営委員会」において、長崎県から「今和6年度ながさき森林環境保全事業」の実績を主とした説

明を受け、ながさき森林環境基金管理運営委員会として、成果の検証をおこないましたので、以下

のとおり報告します。

I。今和6年度ながさき森林環境保全事業の成果検証について

●県の説明    ヽ

① 未整備森林緊急盛備
i森林経営計画区域内の荒廃した人工林において、スギやヒノキの成長を促追し、森林を健全化す

るためにおこなう伐捨間伐に対して支援をおこなうもの。

・今和6年度は、10市町で 10ら箇所 i38haの整備支援をおこなった。

② 人集う里山づくり

・市町が環境保全のため重要と認める里山林、竹林や水源となるため池周辺の広葉樹林等を対象

として県が森林整備をおこなうもの。

・今和6年度は6市町で 10地区25hcの整備をおこなったとまた、1市で 16hgの整備に係る森林

調査について支援をおこなった。

・事業実施箇所は地域と協定を締結し、地域による維持管理を行つてもらうこととしているが、なか

なか維持管理が進まないのが大きな課題となっている。     テ

③ 林内路組景急整備

・森林整備や木材生産を実施するためには、機械の搬人や作業現場への人員の輸送をおこなうた

め、森林作業迫の整備が挺要不可欠である。間伐などの作業とあわせて開設する森林作業道の

整備を対象に、森林所有者の費用負担を軽減するため一定の支援をおこなうもの。

・今和6年度は、14市町で166路線 174kmの森林作業遮の整備支援をおこなつた。

④ 未来へつなぐ多様な森林づくり

・森林の持つ公益的機能の維持に配慮した計画的な主伐・再追林をおこなう場合において、植栽、

下刈、路網整備や獣害対策について支援をおこなうもの。

・今和6年度は、2市で32箇所、42hoの整備支援をおこなった。

⑤ しS、るさとの森林づくり
,ながさき森林環境税の趣旨にRFした地域の独自性と創意工夫による市町の多様な取組を支援

し、地)或の森林づくりや県産材の利用等を促進するもの。

・谷和 6年度は、12市町で14件の取組支援をおこなった。
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◎ なお常木。なごみの街づくり

・教育!保育スペースや民間のPR効果の高いスペースにおいて、県産木材の利用を促進するため、

木質化及びホ製品の導入を支援するもの。

・今和6年度は、3市で3施設にホ製品の導入支援をおこなった。

⑦ ながさき県民各加の森林づくり

・ながさき森林環境税の趣旨に騒Pし、県民が自ら企画立素して実行する植樹、森林環境整備、森林

教育や森林体験などの活動を支援するもの。

・今和6年度は、5団体の活動支援をおこなったと               ヽ

●委員からの主な質問・意見

① 未整備森林躊急整備にういて

② 林内路網緊急整備について

委)未整備森林緊急整備事業及び林内路網緊急整備事業は「緊急」事業となっているが、毎年繰

声虫が発生しているも何か特別な理由があるのか。

県)これらの事業は、国の補助事業のi甫助残に税を充てている。国の補助事業に繰越しが発生した

場合、税事業も繰汽建しをおこなつている。繰逮の原因は、担い手不足により計画通り事業ができ

ないこと、森林整備が実施しやすい箇所は整備が進んでいるが、実施が難しい奥地が残ってお

り、効率よく事業が進まずit遅れが出ているものc

③ 人集う里山づくりについて                    、

委)「人集う」とは具体的にどのような状態か。                     ィ

県)里山づくりの視点から、イノシシを対象とした山監農地のバッファーゾーンや、集落の人家裏など

の危険が多い森林を、集落の合意のもとに整備する事業。事業実施後は、地域によって維持管

理され、人が里山に入っていく事を想定している。

委)森林調査とは何をおこなうのか。

県)主に所有者界、事業区域界を調査する。市町がしっかり地域の計画を取りまとめた箇所につい

て、県が森林妻イ構を発注する事業なので、森林調査は市町が実施している。

④ lS、るさとの森林づくりについて

委)「しS、るさとの森林づくり」と「ながさ木・なごみの街づくり」で、事業費に対する税負担額が違う。

決定基準は何か定まっているのか。

県)各取組でネ甫助対象の範囲が異なるため (すべてが補助対象とならない取組や補助上限を超え

る取組などがあり)、事業費と補助金め割合が違うように見える。なお、両事業とも同率の補助

率、補助上FRと している。      .

⑤ ながさ本・なごみの街づくり|こついて

委)「PR効果の高いスペニス」などの事業要件は広くお知らせしているのか。
県)HPへの掲載や、建築関係団体等に説明をおこなうている。 i
「PR効果の高いスヽ―ス」とは、不特定多数の県民が利用するスペースであり、銀行や病院な

28



どを想定しているが、具体的には提案をいただいてから判断している。

④ 事業全体について                 !
委)その他の経費が8%程度あるが、細かい内容は。

県)一番額が大きいのは森林ボランティア支援センター運営経費で、ほか広報や木育などの経費と
ン
なってぃる。森林環境税の認知度が低く、近年特に広報に力を入れている。   

´

委)市町別実績について、誰が事業主体となれる事業なのか分かりづらい。周知する際(分かりや

すく伝えた方が良い。

県)今後整理していきたい。

委)税が活用されていない市町がある。全市町で税が活か亡れている事が見えるよう:こなればよい。

広報の仕方などに工夫は考えてないか。

県)以前から取り組んでいる周欠口・広報活動は継続しながら、事業実施者にも周知のお手伝いをし

ていただきたいと考えている。木育、森林ボランティア、学生など、革の根的に広めてもらう。

委)事業実施者が PRしても、届く純田にFRりがある。ケーブルテレビや SNSのショートムービーな
どで情報が流れてきた方が多くの人が目に触れる機会が増えるのでは。

また、事業メニュとの中で、動画によるPR等も補助対象にすれば使いやすくなる。

県)今後検討したい。

委)環境税は全県民力゙負担しているのに、市町にようて活用にばらつきがあるのはなぜか。

県)森林面積が多く、森林整備に活用する市町は実績が多くなる傾向。累積実績としては、Iユとんど

の市町で使っていただいておりt森林面積が少ない市町は、しヒ例して実織も少ない傾向にある。、

委)市町の考え方、体制の問題もあるのでは。担当者と首長がどう考えるか。  i
委)関▼せが薄い市町の担当者に、何らかのアクションを起こすよう県がアドバイスすべき。学校関係

も教育委員会と話をして活用を考えてもらえるよう、各町が実績を上げていく整要がある。

県全体で市町村にも同じ方向性を見出すよう県が誘導、啓蒙していくべき。

委)県内各市町の特色ある木を使ったボールプールを作れば、子供たちと木の出会いになる。キャ

ラバンを各地域で実施するなど、紙印刷より地域の本に触れる機会をつくることで子供たちも

本の大切さを分かってくれるように思う。

委)税が何に使われているのか疑問を持っておられる方も多い。環境保全の理解は進んでいるが、

県民参加の取組は行き届いてヽヽない。自分が納めた税がどう使われているか、広く知らせること

が重要。小学校の図工の授業で木製キットを提供し、税の普及ができないか。

県)今も木工のキット化は各団体でやっているが、学校導入となるとt規模が大きく経費が掛かると

思われるので、検討していきたい。

委)木育を学校教育に入れ込むのはハードルが高い。学校教育での木育の意味を先生にご理解い

ただく雖妥がある。教員を集めたセミナーをおこない、先生が校長に提案できる資料作りをパッ

クアップしないと無理なのでは.            ′

委)先生から校長を説得するのは難しい。校長会などでプレゼンし、校長から該当学年の先生に
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資料を渡す流れになると良いのでは。                '     ,
委)小学校は使う教材がほとんど決められている。中学校の「技術」であれば可能では。

キットが難しいなら「木材」を提供することも検討できる。1

キットに森林環境税が活用されていることや森林環境税とはどのようなものか、子供と親に分

か!)やすいパンフレットなどを添付し、先生に説明してもらうことが最も重要。

QRコードを掲載し、キヽントに使用された本がどのように抜倒t加工、運搬されてきたかを動画に

して見ることができればなお良い。

委)市民の森や県民の森における木工体験で税を活用した木材を使用することができ、パンフレッ

トも置いてあれば広まりやすいのではc

委)誰が使える事業なのか、視覚的に分かりやすい資料が挺要。

委)本を伐採し、また森に戻って尋度木わヾ伐採されるまでにどんな作業がX妥か、どのくらいお金

がかかるのか、イメージできない。広報に動画・写真をもっと入れていくべき。

委)積み木などを作ってt販売。レンタルが出来る仕組みを作ることに税を使っていっても良いので

はないか。委員会でアイデアを持ち寄り〔話し合う場を持っても良い。

委)フォレストマスター制度を初めて宍口った。なぜ長崎県は木育推進・人材育成をしないのかと思っ

ていた。        
｀

委)国の山村多面的事業活用団体や森林ボランテイア登録団体に声掛けがあり、講習会を受けて

フォレストマスターになることもできる。

委)森林整備については、県や市の土地が多いのか。個人の土地は少ないのか。

県)圧倒的に個人が多いが、個人の山をどこでも単純に整備するのではなく、公益的な恩患が県

民に及ぶ重要な森林や、市町がしつかり計画をまとめた箇所など、条件を付けながらやってい

る。森林所有者が環境税の事業を使ったかどうかしっかり伝わる仕組みを考えていきたぃと

税を入れなくても、しっかり国や県の林業政策で林業が成り立つのが本来の姿。

一方、木材価格が下落し森林所有者の経営意欲がなくなっている中、森林の機能損失は県民

の損失でもあるので 国ヽの補助事業だけで整備できないところは、県民に負担をいただきなが

ら支えていこうというのが税の趣旨。県民みんなで支えていくとぃう機運を作ることが大事なの

でしつかりやうていくc

委)毎年 1俺の繰越金がある。今期はあと1年半だが、基金は使い切る計画かとしつかり計画を立

てて執行しないと残額が残ってしまうのでは。

県)1期12期末は残額が多く、もうと効率よく使うよう、ご意見をいただいていたところ。

現在は、事業軌行も計画的に実施しており、残額は減っている。

税収は年度末にしか入ってこないので、上手に執行していかないと資金が不足する可能性も

踏まえ、事業の運用面からは、少し余裕をもちて残しておきたいと考える。

5期が継続されない場合は、基金残額の使用につぃて改めて曽様にご相談させていただく:
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委員長意見・総括

基金を有効に活用するよう、ご指摘があった。               
′

また、県民から集めている税の使い道として、県内全地域において何らかの事業が行われていると

いう状況を作つていくことが重要で、今まで活用されてこなかった空白地帯にアプローチしていくこ

とで、4がさき森林環境税をもっと認識していたドくことに繋がっていくと考える。   _
かつては「県民参加の森づくり」に多くの予算を使っていたが、今は国の事業で行われていること

もあり、木育の展開にもっと注力してよいのではないか。                F
来年度が第4期の最終年度であり、その後も税を続けるかrうかとぃうことへのアプロエチとして、

ホ育など、どのような事ができるか検討していく捲要がある。

今和7寄判0月 29日
.

ながさき森林環境基金管理運営委員会

委員長 佐藤 快倍
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(補足)

「市不□6年度ながさき森林環境保全事業」の成果検証は、「令和7年度第 1回ながさき森

本木環境基金管理運営委員会」で行っています。

なお、当委員会は令和7年度に委員の改選があり、新たな委員で検証が行われています。

(1)令不□7年度ながさき森本本環境基金管理運営委員会名簿  ※令和7年 10月 29日既在

委 員 名 簿

役 名 氏 名 出 身 団 体 等 の 名 称

有川 ゆう 一般社団法人 MIT

川□ 伝恵 工罵木・ haru
佐藤 順也 佐藤公認会計士事務所

副委員長 佐藤 義高 長崎県森林組合連合会

委員長 佐藤 I快信 鎮西学院大学

末永 浩一 長臆市農林振興課

立川 康太 株式会社長臆新間社メディアビジネス局

朝長 哲也 波佐見町農本本課

長橋 世紀 島原しいたけ研究会

松瀬 不□代 佐世保市祗園緑の少年団

山本 備子 県民ボランティア活動支援センター

久保 絵美 公募委員

小本木猶敏
′
△
｀
募委員

後藤 茄雄 公募委員

中村 栄蔵
ノム
｀
募委員

※ 委嘱期間 :令不[7年4月 1日 から令禾B10年3月 31日まで

(2)令和 7年度ながさき森林環境基金管理運営委員会開催状況

開催年月日 開 催 場 所 内 容

令不07年10月 28日

令和7年 10月 29日

対馬市役所別館大会議室をメイ
ン会場とした会議
及び対馬市の賜地調査

(1)対馬市内のながさき森林環境保全事業実施硯地調査
(2)ながささ森林環境基金管理運営委員会の委員長の選出について
(3)令禾06年度ながさき森林環境保全事業の成果検証について
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令和 6年度 ながさき森林環境税取組の報告

問い合わせ :長崎県林政課・森林整備室

〒850,8570 長崎市尾上町 3番 1号

TEL 095‐ 895‐2983 FAX 095‐ 895‐2596

ながさき森林環境税ホームページ :

httpsVw画.preinagasaki.,pん unruyshgoto,sangyo/shiコ 面n‐五ngyo/kankyouzeV
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